
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇土市人口ビジョン【概要版】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．人口の現状 ２．人口の将来展望 
2060年の目標人口31,000人 

2060年の推定人口：23,968人 

このまま何も対策を講じなければ，2060年の人口は
23,968人まで減少する可能性がある 
（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠） 

2014年の人口37,344人 

将来展望の仮定 
【合計特殊出生率】 
 人口置換水準2.07まで上昇させる。 
 （2030年に1.80まで上昇 2040年以降は2.07を推移） 

【社会増】 
 毎年40人程度の社会増を維持する。 

■宇土市は特に子育て世代から「選ばれている」 
■宇土市民・宇土市外の移住希望者等から 

  これからも「選ばれ続ける」ことを目指す    

◆地域資源の活用による産業振興 
◆定住移住応援事業の推進 
◆特色ある子育て・教育環境の充実 
◆快適・便利な生活環境の整備 

目標達成 
のために 

（熊本県推計人口調査数値） 

③2010年 人口ピラミッド（人） ②2013年 年齢階級別転入・転出状況（＋が転入超過） 

①年齢３区分別人口の推移 

3.7万人 

2.2万人 

1.0万人 

0.5万人 

【宇土市の特徴】 
 ・出生数は減少しているものの，0歳～14歳の子どもが宇土市へ転入しているため， 
  年少人口の割合は，熊本県等と比較しても高い 
 ・住宅開発等の影響で，平成５年頃から大きく社会増になっている。社会減の期間 
  が続いたが，近年再び社会増に転じている 
 ・出生数はピーク時（昭和55年470人）の63％程度に減少し，出生数が死亡数を下 
  回る自然減の状況である 

宇土市将来展望 

社人研推計準拠 

23,968人（2060年推定） 

31,000人（2060年目標） 

約7,000人の抑制 

④自然動態・社会動態の推移（人） 

２－① 宇土市総人口長期推計と将来展望 （千人） 

⑤出生数・死亡数の推移 


